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0.はじめに

図書館とは-つの社会的な組織であり,その組織が健全に機能することで,図書館サ-ピスと

いうアウトプットを大学コミュニテイ-に提供し続けることができる.そのためには図書館とい

う組織が健全に運営され続けなければならないo図書館を健全に運営するとは図書館経営が円滑

に機能していることであり,円滑な経営の可能な図書館はその設置大学の中で適切に計画された

組織といえる.

図書館とは大学の中核的-部門であり,図書館という組織はrヒトム rモノJ, rカネJという

要素や資源の適切な結合により機能し,存続し,発展する.図書館は資料や知識や情報を過去か

ら現在へ現在から未来へと伝承する使命を持つ.このことは図書館という組織が永続すること

を目指して運営されなければならないことを意味する.永続することは図書館組織の絶えざる環

境への適応と発展が前提になるo

この講義を通じて図書館は知臥文化的な社会の諸関係のの中で存在し,累積的に発展し,永

続を目指して経営される組織体であることの認識を深めてもらいたい.

1.図書館運営の前提

1. 1 図書館運営の分析視点

川 経営の-般原則

0経営の要素三職員,情報鄭臥財源くひと,もの,かねl
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く2I非営利機関としての図書館経営の特性

0使命の重視

el図書館の評価

1. 2 図書館の持つベき機能くby CLIR-図書館振興財団1
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2.学術情報流通の変化と図書館の変容

2.1著者と読者 - 著者二読者

2.2 倉庫 - 市場 - 創造の舞台

2.3 サ-ピスの目標
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3.情報技術の進展と図書館の変化

3. 1 図書館理念の変容

0紙媒体図書館

C21機械化図書館

母電子図書館1

3. 2 情報化による図書館サ-ピスの変容

0装置の必要性

く21速報性

く3,遠隔利用

61同時複数利用

C9改訂可能性.編集容易性

3. 3 アクセス概念の拡大とサ-ピスの多様化

0書誌的アクセス

C21物的アクセス

Ql言語的アクセス

61概念的アクセス

4.職員の間題三専門的能力の開発

4. 1 習得すベき知識

川 情報の組織化と検索
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情報システムの設計と管理

情報資源の管理

情報教育

情報技術の評価,導入,維持,及びネットワ-ク

情報サ-ビス機関職員としての情報間題に関する知識と技能

情報分析力

情報利用者と情報システム技術者との仲介能力

情報サ-ビス,及び情報商晶の設計と生産能力



,く91組織く国を含むlの情報政策の分析.立案能力

く州-般教育ぺの情報技術の適用
一

く11I記録管理と文書管理

4.3 期待される能力

川 情報専門職としての職能

o情報資源を熟知し,評価.判断.選別する能力を有するo

c21利用者の業務についての専門知識を持つ

61有効な情報サ-ビスを開発.管理する

61利用者に優れた訓練とサボ-トを提供

Gl付加価値のある情報サ-ビスとプロダクトの提供

6,情報の収集,整至臥組織化配布において適切な情報技術を利用

0組織の上層部に情報サ-ビスの重要性を伝える

61利用可能な既存情報プロダクトを開発

c9,情報利用の結果を評価し,情報管理の上に反映させる

魯常に情報サ-ビスの改善を図り,親機関の情報コンサル夕ントとなる

ほ
I J情報専門職の資質

0優れたサ-ピス気質を有する

elチヤレンジ精神を持つ

C3,広い視野を持つ

61全て甲人と相互に有益な協力関係を作れる

Gl信頼できる人間関係を作れる

61効果的なコミュニケ-ション.スキルを持つ

0チ-ムの-員として,他者と協働できる

61リ-ダ-シップを発揮する

Ql企画立案能力と優先順位付の能力に優れる

魯生涯学習や自己のキヤリア向上志向を持つ

魯起業家としてのセンスと精神を持つ

魯専門職間の協調と連携を重視

魯変化に対し柔軟に.積極的に対応できる

5.情報資源の多様化とそれへの対応

5. 1電子出版の普及とそれへの対応

5. 2 蔵書概念の再構築



6.図書館の財務三図書館会計論の必要性

6.1 図書館のコスト間題

図 書 館 サ - ビ ノス の コ ス ト

く某政令指定都市A図書館平成1 2年2-3月l

くサ-ビス1件当たりのコストン

川 館外貸出く1冊あたりう

く21予約く1冊あたりう
I

t3J館内閲覧く1人あたり1

く4J返却督促く1件あたりう

く51レフアレシス.サ-ビス

0所蔵調査く1件あたりう

C21事項調査く1件あたりう

く6J催事ヘの参加く1人1回l

158円

506円

254円

1, 651円

821円

4, 753円

14, .258円

6. 2 図書館の資産評価

現金主義く予算と決算の収支報号引 - 発生主義く図書館資産の貸借対照表表荊

現金主義の間題点

0 蔵書く保有情報資源l価値の経時的減価表示が不能
串 昭和47年11月14日付文部省管理局長通知.雑管第115号.

Ql外部情報資源括用による図書館の空洞化現象の表示が不十分

csl財政緊縮下での図書館財源開拓必要性表示が不十分

7.図書館のマネジメント.サイクル

7.1 計画,実行,評価

7.2 計画とマ-ケテイング

7. 3 業務とサ-ビスの評価

7.4 経営管理権

8.図書館業務の基本原則 by Donald Urquhart

川 図書館は利用者のためのものである.
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図書館は利用者の要求に応えていなくても,それは明らかにならないo

供給は需要を創る

利用者が必要とする文献が選べるようにrガイドJを用意しなければならないo

図書館は利用者が欲する文献を利用できるようにしておかなければならない.

図書館はそのサ-ピスの代償を受けるべきであるo

図書館は,-館でもグル-プとしても,費用対効果について関心を払わなければならないo

情報は原則として貨幣額では価値付けできないものであるo
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図書館は収穫逓減の法則に関心を払わなければならない.

完全を求めて時機を失してはならないo

図書館の括動コストは括動の規模が大きくなるにつれて低減すべきである.

どんな図書館も孤立してはやってゆけない.

図書館の経営計画は利用者の要求について客観的なデ-タに基づくべきである.

新技術や新システムを利用するに際して,過去を振り返るのではなく,将来を見つめるこ

とが必要である.

図書館の職員はチ-ムの-員として働くべきである.

,く161図書館職は学者.研究者のための閑職ではない.図書館の仕事は多くの研究者.学者の研

究を促進し,助けるものである.

く川 図書館は社会にとって価値あるものであり得る.

く181図書館 く学lは経験科学である.

く図書館業務の基本原則.勤草書房, 1985, 145p.よりう

9.その他く要すればl
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